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健康で文化的な生活ができる生活保護基準を求める請願書
　【請願趣旨】
　政府は2006年に生活保護の老齢加算を廃止し、2013年8月から15年4月まで3回にわたって生活扶助基準（衣・食・光熱費）の引き下げを行いました。利用者の生活は「お風呂は１回入ったら水は捨てないで何回も入る」「食費は切り詰め､1日2食に。冠婚葬祭や友達との交際を避けている」「子どもにもつらい思いをさせている」など深刻な状態に追い込まれています。
　さらに2015年7月から住宅扶助（家賃など）、10月から冬季加算（暖房費など）の引き下げを強行しています。引き下げは、国民の人間らしく生きる権利（生存権）を保障している憲法第25条を否定し、命にかかわる問題です。引き下げは撤回し、元に戻すべきです。
消費税の増税と物価高、年金の引き下げや医療・介護、社会保障の改悪の中で貧困は広がり、国民の生活は深刻な状態になっています。

生活保護は、最後の「セーフティネット」であり、保護基準は最低賃金や年金、各種手当、住民税非課税基準、就学援助、各種減免などの基準に影響します。生活保護基準引き下げは、国民生活全体の引き下げにつながり、貧困をいっそう広げるものです。

私たちは、国民だれもが、健康で文化的な人間らしい生活ができるように以下のことを求めます。

【請願項目】
生活保護基準の引き下げをやめ、｢健康で文化的な生活｣ができる基準に引き上げること
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